
『第２次米子市まちづくりビジョン（仮称）』 骨子（案）

米子市総合政策課



１.本市を取り巻く社会情勢

③安全・安心に関する意識の高まり

②デジタル技術の急激な進展

①人口減少社会、少子高齢化の進行

④不安定な国際情勢と海外との交流再開

・地域コミュニティの活力低下、地域経済の縮小、税収の減少、

社会保障費の増加

・産業、医療、介護、教育、地域づくり等における人材不足

・公共交通の縮小

・空き家・空き店舗の増加

・デジタルディバイト（情報格差）の拡大

・人々の価値観や行動が大きく変化

・働き方や住まいの多様化

・地球規模の気候変動による気象災害のリスクの高まり

・自然災害に対する意識の変化

・人口急増期に集中的に整備してきたインフラの老朽化

・国際的な原材料価格の上昇

・円安による海外からの輸入コストの増加

・物価上昇による実質的賃金の減少

・日本への旅行機運の高まり

〇あらゆる分野での人材確保
〇社会全体でのDXの推進
〇あらゆる主体が連携した少子化への対応

①暮らし

・物流・交流の拠点性の向上により、国内外へのアクセス環境の整備促進
・「車中心」から「公共交通と歩行者中心」の空間への転換による、新たな賑わいの創出
・ハード、ソフト面の分野を横断した都市基盤及び生活基盤の充実
・様々な災害に備えるための、地域防災力の強化
・再生可能エネルギー等の活用による、脱炭素社会への移行

・地域組織の活性化による、持続可能な地域コミュニティの維持
・地域共生社会の実現に向けた、各種支援の充実
・安心して子供を産み育てることのできる、子育て環境の充実
・すべての子どもたちの最大限の成長をめざした教育の実施

②人

③賑わい

・中小企業の活性化による、地域経済の活力向上
・生産性の向上、サービスの高付加価値化による、持続可能な経済基盤の構築
・多様な働き方の推進や外国人材の確保等により働き手の充足
・様々な地域との交流促進による、新たな賑わいの創出
・健康寿命の延伸による、健康な高齢者の増加

『第２次米子市まちづくりビジョン（仮称）』 骨子（案）

〇近年の社会情勢や本市の地域特性を踏まえたまちづくりを進めるにあたって、「暮らし」、「人」、「賑わい」といった視点からまちづくりの課題を整理します。

３.まちづくりの課題

２.本市の地域特性

① 豊かな自然環境
・大山 日本海 中海 皆生温泉

② 交通の要衝
・米子駅 米子道・山陰道
米子鬼太郎空港 隣接する境港

③ 充実した医療・介護環境
・鳥取大学医学部附属病院 山陰労災病院、
国立病院機構米子医療センター、博愛病院
・産婦人科及び小児科系診療所などの集積
・様々な種類の介護サービス事業所・施設

④ 特色ある歴史・文化
・国史跡「米子城跡」
・淀江地域等の史跡群
・文化ホール、公会堂等の文化施設

⑤ 商都米子の歴史
・人や物の行き来が盛んな地の利をいかした「商都米子」
・明るく開放的で進取の精神に富む市民性

共通課題
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米子市まちづくりビジョン

めざすべき市の将来像

『住んで楽しいまち よなご』
～新商都米子の創造に向けて～
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2
＜共通する課題＞
・人材不足への対応
・少子化への対応
・DXの推進

交通基盤の充実と
歩いて楽しい
まちづくり

教育・子育ての
まちづくり

地産外商のまちづくり

歴史と文化に
根差したまちづくり

スポーツ健康
まちづくり

災害に強い
まちづくり

市民が主役・共生
のまちづくり

『第２次米子市まちづくりビジョン（仮称）』 骨子（案）

〇長期的な展望に立って市政を推進するため、基本構想として市の将来像を掲げ、その実現のため７つの基本目標を定めます。
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『第２次米子市まちづくりビジョン（仮称）』 骨子（案）

1 交通基盤の充実と歩いて楽しいまちづくり

２ 市民が主役・共生のまちづくり

３ 教育・子育てのまちづくり

４ 地産外商のまちづくり

５ 歴史と文化に根差したまちづくり

６ スポーツ健康まちづくり

７ 災害に強いまちづくり

まちづくりの基本目標と基本方向

1-1 広域的な交通基盤の整備

1-2 地域公共交通体系の確立

1-3 調和のとれた土地利用の実現

1-4 米子駅周辺エリアの活性化

1-5 角盤町・米子港・城下町周辺エリアのにぎわい創出

2-1 市民参加及び民間事業者等との連携協力

2-2 公民館を拠点とした地域のまちづくりの推進

2-3 地域福祉活動の推進

2-4 障がい者（児）福祉の充実と共生社会の実現

2-5 互いの人権を尊重し合うまちづくりの推進

2-6 男女共同参画社会の形成

2-7 国際的な地域間交流の推進

2-8 鳥取大学医学部及び米子工業高等専門学校等との連携

2-9 国県・他自治体との連携協力

2-10 デジタル社会の実現に向けた技術の活用

2-11 地球環境に配慮した社会の実現

3-1 在宅育児支援の充実

3-2 子育て支援の充実

3-3 子どもの特性や発達に合わせた適切で切れ目ない支援

3-4 学校教育の充実

3-5 学校施設の整備・充実

3-6 児童・青少年の健全育成

3-7 ふるさと教育の推進

4-1 県外・海外マーケットへの進出支援

4-2 成長産業の育成と新産業の創出

4-3 企業誘致の推進

4-4 雇用創出及び人材確保

4-5 皆生温泉のまちづくり

4-6 地域資源を活用した観光施策の推進

5-1 米子城跡の保存・活用・整備と魅力発信

5-2 芸術文化活動の推進

5-3 淀江エリアをはじめとした歴史・地域資源の活用

6-1 すべての人がスポーツに親しむことのできる環境づくり

6-2 スポーツを通じた地域の活性化

6-3 生活習慣病予防の推進

6-4 介護予防・フレイル対策の推進

7-1 公共インフラ施設の整備

7-2 総合的な住宅政策の推進

7-3 災害に強い施設・管路の整備

7-4 持続可能な生活排水対策の推進

7-5 危機管理体制の充実強化

7-6 地域防災力の充実強化

7-7 原子力災害対策の推進

4-7 次世代につなぐ農業の推進

4-8 農業基盤整備の推進

4-9 地域特性をいかした漁業の振興

4-10 シティプロモーションの推進と関係人口と

の連携強化

4-11 移住定住の促進

〇まちづくりの課題を踏まえ、課題解決に向けたまちづくりの基本目標毎に基本方向を以下のとおり設定します。
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『第２次米子市まちづくりビジョン（仮称）』 骨子（案）

1 交通基盤の充実と歩いて楽しいまちづくり

２ 市民が主役・共生のまちづくり

３ 教育・子育てのまちづくり

４ 地産外商のまちづくり

５ 歴史と文化に根差したまちづくり

６ スポーツ健康まちづくり

７ 災害に強いまちづくり

〇次期計画期間の主要な取組を以下のように整理します。
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・米子・境港間を結ぶ高規格道路の早期事業化
・米子駅を中心とした新たな賑わいや人の流れの創出
（駅前通り歩行空間の拡大、駅南エリアの賑わい創出 等）
・鳥大病院の再整備と連動したまちづくり（ホスピタルパーク構想）の推進
・全線キャッシュレス化、コミュニティバス充実など路線バスの利用促進

・自動運転など先進技術導入による路線バス運行の効率化

・福祉人材の確保
・地域の担い手確保、地域に応じた新たな住民自治の創造
・義務教育学校設立と連動したまちづくりの推進
・地域包括支援センターの機能強化
・孤立・孤独対策の推進
・鳥大病院再整備に係る連携強化及び情報発信
・デジタル通貨などを活用した地域課題解決
・再生可能エネルギーの導入推進

・公立保育所の統合・建て替えによる地域の子育て支援拠点の整備
・地域子育て支援の充実
・幼稚園・保育所等と小学校との円滑な接続の推進
・ICTの活用による授業の充実と情報モラルの育成
・コミュニティスクールを基盤とした、地域と一体となった特色ある学校づくり
・ふるさと教育の更なる充実による人材育成

・雨水排水対策事業の促進
・公共下水道の早期整備が困難な区域での合併浄化槽の普及促進
・消防団活動の充実

・米子アリーナ整備促進と誘致活動の強化
・医療リテラシーの向上とよりよい生活習慣の定着への支援
・全市的なフレイル度チェックの実施及び予防の実践の促進

・中小企業の人材確保（設備投資支援、学び直し、ふるさと教育）
・中堅企業者への発展支援
・次期産業用地の確保、多様かつ魅力ある企業誘致の推進
・皆生温泉など観光客受入れ環境の更なる整備促進
・香港・上海・ソウル等東アジアのゲートウェイ機能を活かした誘客促進
・広域連携による台湾との交流拡大、販路拡大支援
・ふるさと納税制度を活用した地域産品PRへの支援
・GIブランド「伯州美人」など農産物の生産振興、高付加価値化
・探求学習や職場体験を通じた若者の将来的な地元定着の促進

・米子城跡の整備促進、米子城跡・城下町エリアの観光資源
としての 磨き上げ
・エリアごとのストーリー性のある情報発信
・文化芸術と他分野が連携した地域の賑わい創出

パブリックコメント等の意見
（9月2日～10月1日の間実施）

・駅南側の活性化が必要
・米子市の全市的な発展に期待
・持続可能な公共交通の構築を求める
・自治会活動の転換期が来ている
・就職したい人に情報が届いていない
・コミュニティースクールの活用を求め など



『第２次米子市まちづくりビジョン（仮称）』 骨子（案）

・とっとり電子申請サービスの申請数
・地域や社会をより良くしようと考える児童生徒の割合向上
・新規就農者の確保 など

・都市計画道路の整備率
・汚水処理人口普及率
・消防団員数の増加 など

〇次期計画期間の進捗状況を確認するための数値目標のイメージを整理します。

・ふるさと納税返礼品の新規造成件数
・新規創業件数
・外来医療費における生活習慣病に関する割合 など

③まちの土台づくりを示す指標

外国人宿泊客数

⇒ まちづくりの基盤となる項目により進捗状況を確認します。

②人の動きを示す指標 ⇒ 主要エリアの滞在人数、利用者数等を把握し、人の動きを確認します。

15,955人/年

※数値はR５住民を除く
来訪者実績です。・南部地区・史跡エリアの滞在人数/日

暮らし 人 賑わい

408,391人/年
1,118人/日

皆生温泉年間宿泊人数

米子城跡周辺エリアの滞在人数/日

65人※ 伯耆古代の丘エリアの滞在人数/日

米子駅周辺滞在人数/日

・路線バスの収支率

・だんだんバスの年間利用者数

1,258人
※

369人
※

・特産品「白ねぎ」
新規就農者の確保

公会堂周辺エリアの滞在人数/日

1,402人
※

米子空港の年間利用者

535,299人/年
1,466人/日

福一遺跡 470人
※

路線バスの再編

尾高城イメージ図

5

①人の動きを示す指標 ⇒ 「市民満足度」の指標化について検討中です。



〇まちづくりの基本目標と次期計画での数値目標について

１.交通の充実と歩いて楽しいまちづくり

２.市民が主役・共生のまちづくり

３.教育・子育てのまちづくり

４.地産外商・所得向上のまちづくり

①米子空港発着の国内線の年間利用者数

現状値（R５） 目標値（R１１）

535,299人 600,000人

②路線バスの収支率

現状値（R５） 目標値（R１１）

36% 検討中

③市の運営するコミュニティバスの年間利用者数

現状値（R5） 目標値（R11）

115,809人 140,000人

④米子駅周辺エリアの1日あたりの滞在人数

現状値（R５） 目標値（R１１）

2,223人 検討中

①公民館の年間利用者数

現状値（R５） 目標値（R１１）

258,325人 検討中

②とっとり電子申請サービス（米子市）の申請件数

※申請期間の終了したものを含む、令和３年度からの延べ数

現状値（R５） 目標値（R１１）

40,929件 145,000件

①児童生徒が積極的に地域の行事等に参加する割合の向上

現状値（R５） 目標値（R１１）

小学生64.9％、中学生39.7％ 検討中

②地域や社会をより良くしようと考える児童生徒の割合向上

現状値（R５） 目標値（R１１）

小学生66.5％、中学生80.00％ 検討中

①ふるさと納税返礼品の新規造成件数《累計》

現状値（R５） 目標値（R１１）

－ 75件

②市内の年間外国人宿泊客数（米子市観光課調べ）

現状値（R５） 目標値（R１１）

15,955人 105,000人

③新規創業件数《累計》

現状値（R５） 目標値（R１１）

120件 300件

④皆生温泉年間宿泊数

現状値（R５） 目標値（R１１）

408,391人 450,000人

『第２次米子市まちづくりビジョン（仮称）』 骨子（案）

※子ども計画を踏まえた数値目標を別途設定予定

※米子市中小企業者等振興アクションプラン等を踏まえ設定
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⑤新規就農者の確保

現状値（R５） 目標値（R１１）

－ 20人（累計）

③市域から排出されるCO2排出量削減

現状値（R５） 目標値（R１１）

未確定 45.60%

※いずれの数値も小学6年生、中学3年生の回答
（全国学力・学習状況調査による）



５.歴史と文化に根差したまちづくり

６.スポーツ健康まちづくり

７.災害に強いまちづくり

〇まちづくりの基本目標と次期計画での数値目標について

①米子城跡周辺の１日あたりの滞在人数

現状値（R５） 目標値（R１１）

369人 検討中

②米子市公会堂周辺エリアの１日あたりの滞在人数

現状値（R５） 目標値（R１１）

1,402人 検討中

③伯耆古代の丘エリアの１日あたりの滞在人数

現状値（R５） 目標値（R１１）

65人 検討中

①外来医療費における生活習慣病に関する割合

現状値（R５） 目標値（R１１）

23.00% 19.0%

②初めて介護認定された方の平均年齢

現状値（R５） 目標値（R１１）

82.26歳 83.00歳

①都市計画道路の整備率

現状値（R５） 目標値（R１１）

88% 90%

②汚水処理人口普及率

現状値（R５） 目標値（R８）

集計中 95.00%

③消防団員数の増加

現状値（R５） 目標値（R１１）

500人 511人

『第２次米子市まちづくりビジョン（仮称）』 骨子（案）

※１日あたりの滞在人口については、人流解析ツール「DS.INSIGHT」により作成

④南部地区・史跡エリアの１日あたりの滞在人数

現状値（R５） 目標値（R１１）

470人 検討中
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8

・公民館長及び自治連合会長
11/8 （金）19：00～20：30
11/15（金）19：00～20：30
11/18（月）19：00～20：30

11/19（火）19：00～20：30

＜今後のスケジュールについて＞

〇市長と各団体との意見交換会

・経済団体、福祉団体、文化・スポーツ・教育団体
10/22（火）19：00～20：30 文化・スポーツ・教育団体
10/28（月）19：00～20：30 経済団体
10/29（火）19：00～20：30 福祉団体

〇米子市総合計画審議会（第３回） 11月下旬 ※素案の提示

➡12月市議会「総務政策委員会」にて、『第2次 米子市まちづくり
ビジョン』素案について報告

【参考】


